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◆70年前の8月9日、長崎に原爆投下。左の写実は、アメリカの従軍カメラマンの
ジョー・オタネルが撮影したr焼き場に立つ少年」です。10月初旬に長崎付近
で撮影されますが、この少年や、背負っている死んだ弟についてのナソを追い続け

た2013年出版のルポがあります。吉岡栄二郎薯Fr焼き場に立つ少年」は何処

へ』長崎新聞社発行950円＋税。◆本会報肋32には、この少年についての、

会員若松丈太郎さんの詩「死んでしまったおれに」（『原爆詩一八一葉』）を掲載。

戦後70年の夏・会見たちは・‥
O「安保法制」などで慌ただしい戦後70年の夏、r伊棚会」
の3名の会員・ハ牧美喜子さん、松元ヒロさん、斎藤良一さんの＜テ
レビ番組・新刊・新聞投書＞を紹介します。

＜八枚美喜子さん＞

特攻隊を見送った少女
8月15日フジテレビ
（福島テレビ）夜7時か
ら『私たちに戦争を教え
てください　が放映され
ました。5人の若者が戦
争穫試着に直接話を聞く
という番組でした。　　一一町政洛啓子轟ん

南相馬市原町区の牛乳店の看板娘だっ
たノ職業嘉子さん（86）と特攻隊鼻との
淡い恋心を、俳優広瀬すずさん（17）が
訪ねます。ハ牧さんは戦時中、陸軍原町
飛行場で訓練を受けていた特攻隊員を何
人も見送り、その手紙や和歌などを大事
に保管し、恥1のち』という本も出版。
「本書はね、彼らの誰も死なせたくな
かった。あんな時代に生きたくなかった」
との八枚さんのお話が印象的でした。

く松元ヒロさん＞
・佐高借との共著
『安倍政権を笑い倒す』
KADOKAWA　￥800＋税
「憲法＜ん」のコメディアン

として大人気の松元ヒロさんは、
20〇7年6月の本

会主導ライフ以来

・お茶会会真です。

覆高悪さ三才享ことさんとの対談の、この7月

新刊が大変面白く痛快で、お薦めです。

佐高氏は巻頭言で、「松元ヒロの笑いは権力への毒を含
んでいる。その零をこの国の現在のテレビは忌避するわけ
で、だからテレビにお笑いが氾濫しているように見えて、
ちっとも面白く覆い。ビートたけしも太田光も、松元ヒロ
の足元にも及ばない。権力を囁わらわない笑いなど笑いでは
ない。安倍首相に呼ばれてのこのこ出かけるたけしや太8
は、それだけでお笑い芸人失格だ。」と喝破しています。

＜斎藤良一さん＞　▼2015年8月9日『福島民報・みんなのひろば』より
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この俳句は、昨年6月さいたま市の三橋（みはし）公民館が「世論を二
分するテーマ」として「月報」に掲載するのを拒否され話題になった旬です。
作者の女性（74）は、憲法で保障された＿表現の自由の侵害にあたるなど
として、市などを相手取り、「月報」への掲載と、掲載拒否で被った精神的苦痛に対
する200万円の損害賠償を求め、今年6月25日にさいたま地裁に提訴しました。
女性が「梅雨空に－」の旬を詠んだのは昨年6月上旬。東京・銀座で集団的自衛
権の行使容認に反対する女性たらのデモを見かけ、親近感を覚見たのがきっかけだ

った。「私はどこにでもいる普通の主婦。患ったことを発言することく
らい当然の自由と思っていた。けれど、そうではなかった」「自由に発
言したり、表現したりできる今の社会は先輩方が必死に守り、育ててき
てくれたもの。私がこれくらいいいかと、見過ごしてはいけない」と累

後は決断したと話しています。（2015年6月23日F東京新聞』より）麒
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